
選　考　方　法
■選考方法

（1）既修得単位の読み替えは当該学部の基準により行い、読み替え後の単位は、卒業に要する修得単位として認定されます。
（2）編入年次は原則として3年次とします。ただし、出身学校で修得した科目（単位）の性格により、2年次編入を指示することがあります。

■出願資格

■既修得単位の読み替えと編入年次

※出身学校で修得した科目（単位）についての詳細は「学生募集要項」で確認してください。

（1）出身学校の学長、または学校長が学業成績・人物ともに優秀と認めて推薦する者
　  外国の学校においては、出身学校の学長または学部長（学科長）が学業成績・人物ともに優秀と認めて推薦する者
（2）合格した場合、必ず入学する者
（3）次の①から⑥のいずれかに該当する者

①大学の2年次以上の修了（見込み）者で62単位以上修得（見込み）者
②短期大学卒業（見込み）者
③高等専門学校卒業（見込み）者
④外国において、学校教育における14年以上（日本における通常の課程による学校教育の期間を含む）の課程を修了した（または修了見込みの）者で、
本学において前項①～③に準ずると認められた者
⑤学校教育法施行規則附則第7条に該当する者
⑥学校教育法第132条に規定する大学編入学資格を有する者。（専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した（ま
たは修了見込みの）者。ただし、学校教育法第90条第1項に規定する大学入学資格を有する者に限る）
　なお、日本語を母語としない者は、財団法人日本国際教育支援協会『日本語能力試験N1レベル（または1級）』を合格した者、または独立行政法人日
本学生支援機構実施の「2020年度日本留学試験」の「日本語」合計250点以上取得した者に限る。また、⑥に該当する者および九州産業大学を卒
業した者は、出願前に九州産業大学入試課（092-673-5550）まで問い合わせしてください。

推薦編入学選抜1

編入学選抜10

■推薦編入学選抜

■一般編入学選抜　■社会人編入学選抜

若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名

学　部 募集人員（人） 出願期間単位読替受付期間 試 験 日 合格発表日
国 際 文 化 学 部
人 間 科 学 部
経 済 学 部
商 学 部
地 域 共 創 学 部
理 工 学 部
生 命 科 学 部
建築都市工学部
芸 術 学 部

11月 5 日（木）
～11月 10日（火）

11月 22日（日）
令和2年
10月 5日（月）まで

令和2年
12月 6日（日）まで

12月 3 日（木）
令和3年
 1 月 15日（金）
 15：00

入学手続締切日

▶ ▶ ▶ ▶

若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名

学　部 募集人員（人） 出願期間 試 験 日 合格発表日
国 際 文 化 学 部
人 間 科 学 部
経 済 学 部
商 学 部
地 域 共 創 学 部
理 工 学 部
生 命 科 学 部
建築都市工学部
芸 術 学 部

令和3年
１ 月 6 日（水）
～ １ 月 13日（水）

2 月 8 日（月） 2 月 24日（水）

入学手続締切日

▶ ▶ ▶ ▶

〈入学金納付〉 
 3 月 3 日（水）
 15：00
〈修学費等納付〉 
 3 月 9 日（火）
 15：00

編入学選抜の流れ

単位読替 出　願 受　験
パスワード必須

合　格 入学手続
３月末日（入学前）
単位認定

入試課へTEL 092-673-5550

（入学年次含む）
▶ ▶ ▶ ▶重 

要
原則として出願開始日の
1カ月前までにシラバス、
成績証明書を提出すること。

学　部
国 際 文 化 学 部
人 間 科 学 部
経 済 学 部
商 学 部
地 域 共 創 学 部
理 工 学 部
生 命 科 学 部
建築都市工学部
芸 術 学 部 書類審査、面接（50点）、面接時に自作作品２点（形式自由）を持参し、プレゼンテーションを行うこと。

書類審査、面接（50点）
※自己アピール文（「入学後の抱負」について800字以内）を出願時に提出すること。

書類審査、面接（専門分野の口頭試問を含む。50点）
※自己アピール文（「入学後の抱負」について800字以内）を出願時に提出すること。

単位読替受付期間

九州産業大学においてのみ実施します。
■試験場（推薦編入・一般編入・社会人編入共通）

次の①から⑥のいずれかに該当する者
①大学卒業者、または大学の2年次以上の修了（見込み）者で62単位以上修得（見込み）者
②短期大学卒業（見込み）者
③高等専門学校卒業（見込み）者
④外国において、学校教育における14年以上（日本における通常の課程による学校教育の期間を含む）の課程を修了した（または修了見込みの）者で、本学
において前項①～③に準ずると認められた者
⑤学校教育法施行規則附則第7条に該当する者
⑥学校教育法第132条に規定する大学編入学資格を有する者（専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者、また
は修了見込みの者。ただし、学校教育法第90条第1項に規定する大学入学資格を有する者に限る）
　なお、日本語を母語としない者は、財団法人日本国際教育支援協会『日本語能力試験N1レベル（または1級）』を合格した者、または独立行政法人日本学
生支援機構実施の「2020年度日本留学試験」の「日本語」合計250点以上取得した者に限る。また、⑥に該当する者および九州産業大学を卒業した者
は、出願前に九州産業大学入試課（092-673-5550）まで問い合わせること

■出願資格

令和3年4月1日現在、満23歳以上で、次の①～⑥のいずれかに該当する者
①大学卒業者、または大学の2年次以上の修了（見込み）者で62単位以上修得（見込み）者
②短期大学卒業（見込み）者
③高等専門学校卒業（見込み）者
④外国において、学校教育における14年以上（日本における通常の課程による学校教育の期間を含む）の課程を修了した（または修了見込みの）者で、本学
において前項①～③に準ずると認められた者
⑤学校教育法施行規則附則第7条に該当する者
⑥学校教育法第132条に規定する大学編入学資格を有する者（専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した（または
修了見込みの）者。ただし、学校教育法第90条第1項に規定する大学入学資格を有する者に限る）
　なお、日本語を母語としない者は、財団法人日本国際教育支援協会『日本語能力試験N1レベル（または1級）』を合格した者、または独立行政法人日本学
生支援機構実施の「2020年度日本留学試験」の「日本語」合計250点以上取得した者に限る。また、⑥に該当する者および九州産業大学を卒業した者
は、出願前に九州産業大学入試課（092-673-5550）まで問い合わせること

■出願資格

■既修得単位の読み替えと編入年次
（1）既修得単位の読み替えは当該学部の基準により行い、読み替え後の単位は、卒業に要する修得単位として認定されます。
（2）編入年次は原則として3年次とします。ただし、出身学校で修得した科目（単位）の性格により、2年次編入を指示することがあります。
※出身学校で修得した科目（単位）についての詳細は「学生募集要項」で確認してください。

■既修得単位の読み替えと編入年次
（1）既修得単位の読み替えは当該学部の基準により行い、読み替え後の単位は、卒業に要する修得単位として認定されます。
（2）編入年次は原則として3年次とします。ただし、出身学校で修得した科目（単位）の性格により、2年次編入を指示することがあります。
※出身学校で修得した科目（単位）についての詳細は「学生募集要項」で確認してください。

一般編入学選抜2

社会人編入学選抜3

学　部 選　考　方　法

■選考方法

国 際 文 化 学 部
人 間 科 学 部
経 済 学 部
商 学 部
地 域 共 創 学 部
理 工 学 部
生 命 科 学 部
建築都市工学部
芸 術 学 部

書類審査、面接（50点）、小論文（60分/50点）　
※国際文化学部、経済学部は自己アピール文（「入学後の抱負」について800字以内）を出願時に提出すること。

書類審査、面接（50点）、数学（60分/50点）
※生命科学部は自己アピール文（「入学後の抱負」について800字以内）を出願時に提出すること。

書類審査、面接（50点）、実技（鉛筆デッサン3h 180分/100点）または小論文（90分/800字/100点）　※「鉛筆デッサン3h」は、画用紙（544㎜×382㎜）を使用。

■選考方法
学　部 選　考　方　法

国 際 文 化 学 部
人 間 科 学 部
経 済 学 部
商 学 部
地 域 共 創 学 部
理 工 学 部
生 命 科 学 部
建築都市工学部
芸 術 学 部

書類審査、面接（50点）
※自己アピール文（「入学後の抱負」について800字以内）を出願時に提出すること。

書類審査、面接（理工学部は専門分野および数学の口頭試問、生命科学部および建築都市工学部は専門分野の口頭試問を含む。50点）
※自己アピール文（「入学後の抱負」について800字以内）を出願時に提出すること。

書類審査、面接（50点）、面接時に自作作品２点（形式自由）を持参し、プレゼンテーションを行うこと。
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